
平成２８年度全国学力・学習状況調査における熊谷市の結果の概要について

◇本市調査結果の概要◇

【教科調査の概要「全般」】

○ 小学校国語Ａ・Ｂは、一部の設問を除き、正答率が全国平均を上回りました。また、小

学校算数Ａ・Ｂ、中学校国語Ａ・Ｂ、中学校数学Ｂは、半数以上の設問の正答率が全国平

均を上回りました。

○ 小学校は、算数よりも国語の正答率が高い傾向にあります。中学校は、数学Ａよりも数

学Ｂが高い傾向にあります。今後は、小学校の算数、中学校の数学Ａの学力を高めていく

手立てを計画的に講じていくことが必要だと考えております。

【教科調査の概要「国語」】

○ 小学校では、「漢字を正しく読むこと」や「目的に応じて、図と表とを関係付けて読む

こと」、「目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること」な

どが、よくできていました。

一方、「ローマ字の読み書き」や「グラフを基に、分かったことを的確に書くこと」、「目

的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むこと」などに

ついては、課題が見られました。

○ 中学校では、「相手や場に応じた言葉遣いなどに気を付けて話すこと」や「登場人物の

言動の意味を考えて内容を理解すること」、「伝えたい事柄について、根拠を明らかにし

て書くこと」などが、よくできていました。

一方、「本や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書く

こと」や「文章の構成や表現の仕方について、根拠を明らかにして、自分の考えを具体的

に書くこと」などについては、課題が見られました。

【教科調査の概要「算数・数学」】

○ 小学校では、「除法における計算の確かめの方法の理解」や「不等号の理解」「三角形

の底辺と高さの関係についての理解」などが、よくできていました。

一方、「基準量と比較量の関係の理解」や「示された式の中の数値の意味を解釈し、そ

れを記述すること」などについては、課題が見られました。

○ 中学校では、「正の数と負の数の加法の計算」や「２つの等号で結ばれている方程式が

表す関係を読み取り、２つの二元一次方程式で表すこと」などが、よくできていました。

一方、「反比例のグラフ上の点の座標から、ｘとｙの関係を式で表すこと」や「与えら

れた式を用いて、問題を解決する方法を数学的に説明すること」などについては、課題が

見られました。
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小学校国語Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「話すこと・聞くこと」が約８０％、「書くこ

と」が約７４％、「読むこと」が約７９％、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が約

７４％でした。

●話すこと・聞くこと 問題２

どのように話し合っているのか、話合いの

説明として適切な選択肢を選ぶ問題の正答率

は約８０％でした。この結果から、「目的や

意図に応じて、収集した情報を関係付けなが

ら話し合うこと」への意識が高まっています。

●書くこと 問題３ 、４

ルール説明の表現について助言した内容と

して適切な選択肢を選ぶ問題の正答率は約６８

％でした。この結果から、「書き手の表現の

仕方をよりよくするために助言すること」が

課題となっています。

〈課題となっている問題例〉問題６ ●読むこと 問題５ 、６

案内図とパンフレットにある表とを関係付

けて読み、希望に合う選択肢を選ぶ問題の正

答率は約９３％でした。

これに対して、文章を読んで、登場人物の

人物像を説明するために、根拠となる表現と

して、適切な選択肢を選ぶ問題の正答率は約

６５％でした。この結果から、「登場人物の

人物像について、複数の叙述を基にして捉え

ること」が課題となっています。

●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

問題１ 、７ 、８

漢字の読み書きでは、「読み」が約８８％、

「書き」が約７８％の正答率でした。「書き」

の指導に、さらなる工夫改善が求められます。

また、ローマ字を書く問題の正答率は約５２

％、ローマ字を読む問題の正答率は約５３％

でした。この結果から、「ローマ字の習得と

活用」が課題となっています。
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小学校国語Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「話すこと・聞くこと」が約５０％、「書くこと」

が約５４％、「読むこと」が約７１％でした。

※ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は、出題されていません。

●話の展開に応じて質問し、必要な情報を得る

インタビューメモを基にして、話の展開に沿

った質問を書く問題の正答率は約４８％でし

た。また、インタビューメモを作成した際の工

夫した点として当てはまらない選択肢を選ぶ問

題の正答率は約５０％でした。

この結果から、「話し手の意図を捉えながら

聞き、話の展開に沿って質問すること」や「目

的に応じて、質問したいことを整理すること」

が課題となっています。

●活動報告文を書く

〈課題となっている問題例〉２ 「早ね早起き」活動の成果について、図１の

結果を基に書いた内容として適切な選択肢を選

ぶ問題の正答率は約４４％でした。また、「早

ね早起き」活動の課題について、図２の結果を

基に書く問題の正答率は約５４％でした。

この結果から、「グラフを基に、分かったこ

とを的確に書くこと」や「目的や意図に応じて、

グラフを基に、自分の考えを書くこと」が課題

となっています。

●将来なりたい職業について調べ、紹介する

「パン職人」に関する複数の資料の内容を関

係付けてまとめたものとして適切な選択肢を選

ぶ問題の正答率は約８１％でした。

これに対し、「パン職人」について、紹介し

たい内容をまとめて書く問題の正答率は約５３

％でした。

この結果から、「目的に応じて、文章の内容

を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら

読むこと」が課題となっています。
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中学校国語Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「話すこと・聞くこと」が約７８％、「書くこ

と」が約７５％、「読むこと」が約７８％、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が約

７５％でした。

●話すこと・聞くこと 問題１、５、７

電話を受けた相手のことを考えた言葉を書く

問題の正答率は約９３％でした。

これに対して、話合いを踏まえた発言として

適切なものを選択肢から選ぶ問題の正答率は約

６１％でした。この結果から、「話合いで互い

の発言を検討して自分の考えを広げること」が

課題となっています。

●書くこと 問題２、４

伝えたい事柄について根拠を明らかにして書

く問題の正答率は約８０％でした。

これに対して、文章を直した意図として適切

な選択肢を選ぶ問題の正答率は約６７％でし

た。この結果から、「文章を読み返し、文の使

〈課題となっている問題例〉９ い方などに注意して書くこと」が課題となって

います。

●読むこと 問題３ 、６ 、８

登場人物の言動の意味を考えて内容を理解

し、選択肢を選ぶ問題の正答率は約９０％でし

た。

これに対して、文章について説明した選択肢

を選ぶ問題の正答率は約６８％でした。この結

果から、「文章の構成や展開について考え、自

分の考えをもつこと」が課題となっています。

●伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

問題９

漢字の読み書きでは、「読み」が約９２％、

「書き」が約６５％であり、「書き」の指導に

さらなる工夫改善が求められます。語句の意味

を理解し、文脈の中で適切に使う問題について

は、半数以上が９０％台の正答率でした。

これに対して、文をわかりやすく書き直した

意図を問う問題の正答率は約５０％でした。こ

の結果から、「文の成分の照応」が課題となっ

ています。
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中学校国語Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】

領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「書くこと」が約５９％、「読むこと」が約６

７％でした。

※「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は出題されていません。

●情報を読む

関連イベントへの参加についてちらしか

ら読み取る選択式の問題の正答率は約８３

％でした。

これに対し、ちらし表と裏のそれぞれの

表現の工夫とその効果を書く問題の正答率

は約６７％でした。この結果から、「文章

の構成や表現の仕方について、根拠を明確

にして、自分の考えを具体的に書くこと」

が課題となっています。これは国語Ａの「読

むこと」にも同様の課題が見られました。

●説明的な文章を読む

雑誌の記事の内容を情報カードにまとめ

〈課題となっている問題例〉２ る内容として当てはまるものを選択肢から

選ぶ問題の正答率は約６４％でした。

これに対し、記事を読んで疑問に思った

ことと、その疑問を学校図書館でどのよう

に調べるかを書く問題の正答率は約５０％

にとどまりました。この結果から、「課題

を決め、それに応じた情報の収集方法を考

えること」が課題となっています。

●情報を関連させて物語を読む

巳之助の様子を物語の展開に沿って選択

肢を並べる問題の正答率は約７２％でした。

これに対し、図鑑の説明を読むことで、

よく分かるようになった物語の部分と、そ

の部分についてどのようなことが分かった

かを書く問題の正答率は約６１％でした。

この結果から、「文章の構成や表現の仕方

について、根拠を明らかにして、自分の考

えを具体的に書くこと」が課題となってい

ます。これは昨年度の国語Ｂと同様の課題

です。
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小学校算数Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果【平成２８年度】 

 

 領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「数と計算」約８１％、「量と測定」約８３％、「図形」約

７８％、「数量関係」約７０％でした。 

 

●数と計算 問題１、２、３ 

 不等号の理解についての問題の正答率

は約９７％でした。また、除法における

計算の確かめの方法の理解についての問

題の正答率は約８９％でした。 

しかし、□÷０．８の商の大きさにつ

いての問題の正答率は約６２％であり、

「除数が１より小さいとき、商が除数よ

り大きくなることの理解」が課題となっ

ています。 

 

 

 

●量と測定 問題４、５ 

 三角形の底辺に対応する高さを選ぶ問題の正答

率は約８８％でした。また、８㎡に１４人座って

いるシートについて、１㎡当たりの人数を求める

式を書く問題の正答率は約７７％でした。 

 

●図形 問題６、７ 

 ４枚の三角定規でつくることができる形を選ぶ

問題の正答率は約８１％でした。また、直方体に

おいて、示された面に垂直な面を選ぶ問題の正答

率は約７６％でした。 

 

●数量関係 問題８、９ 

 前に１０人、後ろに１９人並んでいることを基

に、列に並んでいる全体の人数を求める式と答え

を書く問題の正答率は約８１％でした。また、テ

ープ全体の長さを基にしたときの赤い部分の長さ

の割合が、一番大きいものを選ぶ問題の正答率は

約７４％でした。 

 しかし、定員と乗っている人数の割合、百分率

を用いた図に表すとき、当てはまる数値の組み合

わせを書く問題の正答率は約５４％であり、「１を

超える割合を百分率で表す場面における、基準量

と比較量の関係の理解」が課題となっています。 

 

 

〈課題となっている問題例〉 

９ 場面の読み取りと立式、百分率 
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小学校算数Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】 

 

 領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「数と計算」約４４％、「量と測定」約４５％、「図形」約

３７％、「数量関係」約４３％でした。 

●数と計算 問題１、２、３、５ 

 ４０ｍハードル走の目標のタイムを求

める式の中の０．４や０．３が表す意味

を書く問題の正答率は約１４％、縦３９

㎝、横５４㎝の長方形の厚紙から、１辺

９㎝の正方形を２４個切り取ることがで

きるわけを書く問題の正答率は約３７％

であり、「示された式の中の数値の意味を

解釈しそれを記述すること」や、「見いだ

した事実に対して数学的に考えて、その

理由を記述すること」が課題となってい

ます。 

 

●量と測定 問題１、４、５ 

正方形の縦の長さを２㎝短くし、横の長さを２

㎝長くすると面積が４㎠小さくなることの説明を

書く問題の正答率は約４８％でした。 

「示された説明を解釈し、用いられている考え

を別の場面に適用して、その説明を記述すること」

が課題となっています。 

 

●図形 問題３、５ 

 １辺が９㎝の正方形に内接する円をかくために、

コンパスの鉛筆の先を合わせる位置を選ぶ問題の

正答率は約７８％でした。 

 しかし、示された形をつくることができること

を説明する式の意味を、数や演算の表す内容に着

目して書く問題の正答率は約８％であり、「示され

た除法の式を並べてできた形と関連付け、角の大

きさを基に、式の意味の説明を記述すること」が

課題となっています。 

 

●数量関係 問題２、４、５ 

 Ａ小学校とＢ小学校の図書委員が表したグラフ

を見比べて読み取った事柄として正しくない事柄

について、正しくないわけを書く問題の正答率は

約２５％であり、「グラフから貸出冊数を読み取り、

それを根拠に、示された事柄が正しくない理由を

記述すること」が課題となっています。 

 

 

 

〈課題となっている問題例〉 

２ 日常生活の事象における数学的な表現の活用

と解釈（ハードル走） 
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中学校数学Ａ 主として「知識」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】 

 

 領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「数と式」約６５％、「図形」約６７％、「関数」約５０％、

「資料の活用」約５４％でした。 

●数と式 問題１、２、３ 

 正の数と負の数の加法の計算問題の正答率

は約９１％、方程式 ２x＋y＝x－y＝３ から、 

ｘとｙの値を求めるための連立方程式を完成

させる問題の正答率は約８９％でした。 

 しかし、ある数を３でわると、商がａで余り

が２になるとき、ある数をａを用いた式で表す

問題の正答率は約３０％であり、「数量の関係

を文字式に表すこと」が課題となっています。 

 

●図形 問題４、５、６、７、８ 

 立方体の見取図を読み取り、２つの角の大き 

さの関係について、正しい記述を選ぶ問題の正答率は約７８％、ひし形の対角線が垂直に交わることを、

記号を用いて表す問題の正答率は約７８％でした。 

 しかし、与えられた方法で作図された直線についていえることを選ぶ問題の正答率は約３２％であり、

「垂線の作図の方法についての理解」が課題となっています。 

 

●関数 問題９、10、11 

 比例の表を完成させる問題の正答率

は約８７％でした。 

 しかし、反比例のグラフから式を求め

る問題の正答率は約２８％、反比例を表

した事象を選ぶ問題の正答率は約３

９％であり、「反比例の関係になる具体

的な事象における２つの数量の関係に

ついての理解」や、「反比例のグラフ上

の点の座標からｘとｙの関係を式で表

すこと」が課題となっています。 

 

●資料の活用 問題 12、13 

 １から１３までの数字が書かれた１

３枚のカードから５または１１のカー

ドをひく確率を求める問題の正答率は

約７９％でした。 

 しかし、ある郵便物の重さについて、

デジタルはかりで表示された値を基に、

真の値の範囲を選ぶ問題の正答率は約

３１％、読んだ本の冊数と人数の関係を

まとめた表から、読んだ本の冊数の最頻

値を求める問題の正答率は約４５％で

あり、「測定値が与えられた場面におけ

る近似値と誤差の意味を理解すること」

や、「資料を整理した表から最頻値を読

み取ること」が課題となっています。 

 

〈課題となっている問題例〉９ 反比例の意味とグラフ 



－１２－ 

中学校数学Ｂ 主として「活用」に関する問題の調査結果 【平成２８年度】 

 

 領域ごとの調査結果（平均正答率）については、「数と式」約５２％、「図形」約３７％、「関数」約

４２％、「資料の活用」約４１％でした。 

●数と式 問題１、６ 

 １試合の時間を１６分とするとき、１回

の休憩の時間を求める問題の正答率は約８

２％でした。 

 しかし、文字を使って手順通りに求めた

数から最初に決めた数を当てる方法を説明

する問題の正答率は約１６％、葉月さんの

提案を取り入れたとき、１試合の時間を求

めるための方程式をつくる問題の正答率は

約３４％であり、「与えられた式を用いて問

題を解決する方法を数学的に説明すること」

や、「与えられた情報から必要な情報を適切

に選択し、数量の関係を数学的に表現する

こと」が課題となっています。 

 

●図形 問題４ 

 ２つの辺の長さが等しい

事を、三角形の合同を利用

して証明する問題の正答率

は約３１％、ＤＡ：ＤＣ＝

１：２のときの△ＤＥＣが

どのような三角形になるか

を説明する問題の正答率は

約４２％であり、「筋道を立

てて考え、証明すること」

や、「付加された条件の下で、

新たな事柄を見いだし、説

明すること」が課題となっ

ています。 

 

●関数 問題２、３ 

 x＝４のとき y＝９にな

るように、xと yの間の関係

を書き加えることについて

正しい記述を選び、その理由を説明する問題の正答率は約１８％、車の使用年数と総費用の関係を表すグ

ラフについて、グラフの傾きが表すものを選ぶ問題の正答率は約２８％であり、「加えるべき条件を判断

し、それが適している理由を説明すること」や、「グラフの傾きを事象に即して解釈すること」が課題と

なっています。 

 

●資料の活用 問題５ 

 ２５．５cm の靴が貸し出された回数の相対度数を求める式を書く問題の正答率は約３４％、２４．

５cm の靴を最も多く買うという考えが適切ではない理由を、グラフの特徴を基に説明する問題の正答

率は約４７％であり、「与えられた情報から必要な情報を選択し、数学的に表現すること」や、「資料の

傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること」が課題となっています。 

 

〈課題となっている問題例〉 

６ 問題解決の方法と式変形の過程の振り返り（数当てゲーム） 



「学習指導改善のための今後の方策」

小学校国語

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
「話すこと・聞くこと」については、意見や情報を関係付けた話合いの仕方

やモデルとなる話合いの仕方を提示し、これに基づいて複数の意見や情報を比
較・分類・整理する活動を国語だけでなく、他教科等でも取り入れるなど、指
導の充実を図ります。
「書くこと」については、表現の仕方について助言する際に、具体的な視点

（書き手の意図や考えの明確さ、読み手に分かりやすい表現や言葉遣い等）を
提示し、これに基づいて書いたものをペアやグループで助言し合い、その後、
学級全体でまとめる活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「読むこと」については、登場人物の人物像の捉え方（文章全体を通した性

格や考え方が分かる叙述の見つけ方等）を提示し、これに基づいて読むことで、
複数の行動や会話を関連付けて人物像をまとめる活動や人物関係図を作成し、
グループで助言し合う活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、日常的に文章

の中で当該学年の配当漢字を使う機会を増やすことやローマ字を活用する場面
を意図的に設定するなど、指導の充実を図ります。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
「話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って質問する力」や「目的

や意図に応じて、グラフを基に、自分の考えを書く力」、「目的に応じて、文章
の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む力」が高まるよう、
複数の文章やグラフ等を関連させた読み取り方や、速読や摘読等の効果的な読
み方を取り入れるなど、指導を工夫し、一人一人の言語能力を高めます。

中学校国語

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
「話すこと・聞くこと」については、スピーチや話合いなど、自分との相違点

を考えながら聞き、必要に応じて質問などをして、自分の考えを広げていく活動
を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「書くこと」については、身近な生活にあるちらしや広告、説明書などさまざ

まな形式の文章に触れ、その構成の仕方や効果的な伝え方を意識して、実際に作
成する活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「読むこと」については、文章の構成を理解して文章の要旨を捉えたり、複数

の資料から必要な情報を整理しながら読むといった活動を取り入れるなど、指導
の充実を図ります。
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、帯単元や小テス

ト等を行い、漢字を書けるように継続的な活動を取り入れるなど、指導の充実を
図ります。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
「複数の資料から適切な情報を読み取り、根拠を明らかにして自分の考えを書

く力」、「文章の構成や表現の工夫について、自分の考えを書く力」が高まるよう、
国語の授業だけでなく、総合的な学習の時間など他の教科でも日ごろから様々な
形式の文章を書く活動を取り入れたり、学校図書館を積極的に活用するなど、指
導を工夫します。

－１３－



「学習指導改善のための今後の方策」

小学校算数

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
「数と計算」については、目的に応じて計算の結果の見積りをする場を適

宜位置付け、計算の仕方や結果について振り返って判断できるようにするな
ど、指導の充実を図ります。
「量と測定」については、問題場面を図に表して数量の関係を捉え、立式

につなげる活動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
「図形」については、例えば、立方体や直方体の面に三角定規を当て、辺

と辺、面と面、辺と面の平行や垂直の関係を調べ、図形の構成要素の理解を
深めるなど、指導の充実を図ります。
「数量関係」については、例えば、基準量を捉える場面を設け、その基準

量よりも２０％多い場合は、比較量は基準量の１２０％であることや、比較
量は基準量の１．２倍であることを表現したり、説明し伝え合ったりする活
動を取り入れるなど、指導の充実を図ります。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
日常生活の中から児童にとって必要感のある場面を取り上げ、その場面を

数理的に捉えて問題を解決する学習を充実するなど、指導を工夫します。

中学校数学

●主として「知識」に関する問題の調査結果から●
「数と式」については、事柄や数量の関係を図に表したり、具体的な数や

言葉を使った式を利用したりして関係を捉え、文字式に表す活動を取り入れ
るなど、指導の充実を図ります。
「図形」については、手順どおりの作図によって、何が作図できたのかを

理解することができるようにするために、個々の手順で得られる点や線分の
特徴を図形の性質と関連付けて読み取る場面を設定するなど、指導の充実を
図ります。
「関数」については、例えば、反比例のグラフからｘ座標とｙ座標の値の

組を読み取り、ｘとｙの値の積が常に一定の値ａになることを調べ、反比例

が という式で表されることを確認する場面を設定するなど、指導の

充実を図ります。
「資料の活用」については、近似値と誤差の意味を理解できるようにする

ために、測定値には誤差があり、真の値の近似値であることを、実感を伴っ
て理解できるようにする場面を設定するなど、指導の充実を図ります。
●主として「活用」に関する問題の調査結果から●
文字を用いて処理した式を読み取り、問題解決の方法を説明することがで

きるようにするために、処理の手順を数学的に考察する場面を設定するなど、
指導を工夫します。

ｙ＝
ａ

ｘ
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